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石垣栄太郎《ハーレム裁判所の壁画》（「奴隷解放」の部分）  1938（昭和 13）頃
「和歌山−−日本　和歌山を見つめ、日本の美術、そして近代美術館を見つめる」展より
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　和歌山県立近代美術館は、日本で５館
目にオープンした近代美術館であり、再
来年の2020年11月に開館 50 年を迎える。
しかし県政 100 周年事業の一環として、
当館より１か月早い 1970（昭和 45）年の
10 月に開館した兵庫県立近代美術館は、
2002（平成 14）年に「近代」の看板をはず
した。昨年には、富山県の美術館が館名
変更して同じく「近代」をとり、大阪市も
当初は「大阪市立近代美術館建設準備室」
の名を掲げていたが、2013（平成 25）年
4 月より「大阪新美術館建設準備室」に、
そしてこの 11 月には最終的な名称が決定
して「大阪中之島美術館」となった。
　館名変更の理由について、兵庫県は「兵
庫県立近代美術館を発展的に継承する兵
庫県立美術館（愛称『芸術の館』）」（『開館
記念展第一弾　松方 · 大原 · 山村コレク
ションなどでたどる美術館の夢』展図録「あ
いさつ」2002 年）とし、富山県は、「堅い
館名をもっと親しみのあるものに変えた
いという要望に発し」、移転を機に「いか
なる館名になるにせよ、『近代』は使いた
くない」という、雪山行二現館長の強い
意志が反映されたものであった。そして、
先の兵庫県も、当時の木村重信館長は「古
今東西の美術を対象としつつ、巨視的に
私たちの現在の関数的位置を確かめるべ
く、その名称も『兵庫県立近代美術館』か
ら『兵庫県立美術館』に改められた」（前
掲図録所収文）と記す。

　しかし、和歌山県は逆に、1963（昭和
38）年に和歌山県立美術館として誕生。
その後 1970（昭和 45）年に和歌山県立近
代美術館となった経緯がある。そこで、
あらためて和歌山のコレクションから、
この「近代」を特色づけると思われる作品
を選び、「近代美術館の使命」ともいうべ
き地平を探ろうと試みたのが、今回の「和
歌山 —日本」展にほかならない。サブタ
イトルは「和歌山を見つめ、日本の美術、
そして近代美術館を見つめる」とした。
　展覧会は６章からなる。まず序章に、

「近代美術館の使命−−新たな表現を求め
て」と題して、「県立美術館」から「近代美
術館」への推移をたどり、「1. 和歌山県立
近代美術館の誕生」「２.『近代美術館』
とは」「3.『近代美術館の明日』」と続け、
この序章を具体的に跡づけるために、当
館版画コレクションの核をなす恩地孝四
郎を取り上げ、「新たな表現を求める」事
例として「4.『版画家 · 恩地孝四郎』再考」
を最後に掲げた。さらに、兵庫県立近代
美術館で正面玄関上部に掲げられ、県立
美術館新館が開館した時に廃棄されかけ
たものの、当時在籍していた学芸員が救
出し保管していた「近代」の看板を借用し、
あえて和歌山の展覧会場に掲げてみると
いう大胆な試みも実現した。
　ところで当館が、「県立美術館」として

「近代美術館」に生まれ変わるまでの７年
間の活動をふりかえれば、開館直後の「第

１回郷土出身大家作品展　川口軌外展」
を皮切りに、開館年の秋に開催され、未
だにその来館動員数が破られていない文
部省と県教育委員会との共催になる「第
１回明治、大正、昭和名作展」（1963 年）や、

「ダリ、シャガール、ビュッフェ版画展」
（1965 年）、「川端龍子展」、「松方コレクショ
ン展」（1966 年）など、郷土作家に加えて、
後の近代美術館の活動を予告するような
展覧会を開いていたことがわかる。
　その後、県民文化会館の建設を機に、
和歌山県は、明治以降の美術を新たに「近
代美術館」が担当し、江戸時代以前を「博
物館」が扱うというように取り決め、県
立美術館を閉館して、和歌山県立近代美
術館が 1970（昭和 45）年の 11 月２日、県
民文化会館内に開館したのは、先述のと
おりだ。
　しかし、近代美術館は県民文化会館の
１階に開館していたという制約もあり、
また独立した館を求める声も大きく、
1988（昭和 63）年２月、県の政策調整会議
で、美術館及び博物館の新館建設が決定
された。これを受けて黒川紀章建築都市
設計事務所の設計によって、待望の近代
美術館・博物館の新館建設が実現したの
であった。開館は 1994（平成 6）年７月で、
県立博物館と近代美術館が同じ建築デザ
インで並び立つのも、全国で余り例がな
いだろう。
　本展冒頭では、「近代美術館」としての

「近代美術館」と名乗ること　「和歌山—日本」展を企画して

兵庫県立近代美術館（当時）の看板文字「近代」を掲
げた展示室

恩地孝四郎《抒情「あかるい時」》1915（大正 9） ヴァシリー・カンディンスキー　《赤・青・黒の三人の騎士（詩画集『響
き』より）》1911（明治 44）

館長　山野  英嗣
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活動を継続し、現在にいたるその過程を
解説しながら、その「近代美術館の使命」
を担う顕著な県ゆかりの作家として、恩
地孝四郎を取りあげたのだった。それと
いうのも、恩地こそが日本の近代美術史
における「抽象」表現の開拓者にほかなら
ないからだ。そして当館所蔵の、「抽象
絵画の父」と称されているヴァシリー・カ
ンディンスキーの詩と木版画による『響き』
を紹介した。『響き』の出版は 1913（大正2）
年だが、この詩画集に掲載された木版画
の多くが「非対象」への実験を促し、カ
ンディンスキーは、1911（明治 44）年に
集中的に木版画を制作する。この年に、
カンディンスキーは純粋「抽象絵画」を制
作している。しかも、このカンディンス
キーに、恩地の師というべき竹久夢二も
強く感化され、夢二はカンディンスキー
とフランツ・マルクが編集した『青騎士』
誌（1912 年）を所蔵していた。
　絵画史上の画期的な出来事である「抽
象」表現の誕生、そして日本での受容、
こうした出来事の紹介は、「近代美術館」
の活動のいわば生命線でもあるだろう。
そして私は、「現代」へと続く「近代」の意
味を、ここで強調しておきたいし、「近
代美術館」というその名称に意義を見出
したいと思う。「MoMA」、すなわち 1929

（昭和 4）年に誕生したニューヨーク近代
美術館は、「ミュージアム · オブ · モダン
· アート」として、決して「現代美術館」に
翻訳されることはない。「現代」の原型と
いう意味における「近代」、そして「近代
美術館」の名称、その語感は、たんに「県
立美術館」と名乗るよりも先鋭的に響く
だろう。
　さて本展では、ポスターやチラシに、
当館所蔵作品である川口軌外の《少女と
貝殻》（1934 年）を掲げた。その理由は、
先にも記した県立美術館時代での郷土出
身作家の第１回展が、川口軌外であった
からだ。その代表作《少女と貝殻》は、す
でに県立美術館開館の翌年（1964 年度）に、
他の２点の川口作品とともに、いち早く
購入されていた。
　第１章から第５章まで、展覧会はオー
ソドックスな構成だが、洋画、日本画、
版画、彫刻と分け、そして序章から連な

る「抽象」作品の独立した章を設け、ここ
に和歌山ゆかりの川口軌外と村井正誠ふ
たりの当館所蔵の代表作を加えた。作家
· 作品選択は、すべて和歌山ゆかりとし、

「和歌山の近代美術を見れば、日本の近
代美術がわかる」との発想と、地方から
中央へという視点も合わせ、「和歌山—
日本」というタイトルとしたのである。
　洋画では、女性画家の草分けとしても
貴重な神中糸子や、1980 年代初頭にまと
めて寄贈され、私もその名を全く知らな
かった高井貞二。国立近代美術館（現 ･
東京国立近代美術館）創設時に、「近代美
術館は抽象絵画を集めるんだとハッキリ
した意志表示をしてもらいたいものだ」
との見解を『美術批評』（1952 年 11 月）に
載せた硲伊之助。当館学芸員が探し出し、
昨年度の新収蔵作品である石垣栄太郎の

《ハーレム裁判所の壁画》（「奴隷解放」の
部分）（1938 年頃：表紙）などを含めた。
日本画では、川端龍子の大作に、国画創
作協会の野長瀬晩花らのほか、和歌山市
内の寂光院の所蔵になる岡山出身の黒住
章堂の襖絵もまとめて展示した。これは
寂光院の庫裏解体にあたって、市内の文

化財に関わる専門家が結集して行った文
化財レスキューの成果である。
　版画では、当館が残された作品のほと
んどすべてを収蔵する田中恭吉や、戦後
の日本の版画を代表する浜口陽三作品を
紹介。最終章である「彫刻」では、和歌山
を代表する保田龍門 · 春彦、建畠大夢 ·
覚造の親子作家を取りあげるとともに、
今年竣工 80 周年を迎える和歌山県庁舎
の図面が発見されたのを機に、その設計
図面５面と、県庁舎内階段踊り場に設置
されている保田龍門のレリーフ作品２点
の、石膏による習作も加えた。
　「和歌山—日本」展は、私個人にとって
も、館長としてはじめてコレクションと
向き合う貴重な体験となった。そして本
展は、和歌山県立近代美術館が「近代美
術館」として、まさに「モダン・アート」
の潮流を、日本語の「近代」の脈絡から、
これからも紹介していくささやかな決意
表明であったことを、最後に記しておき
たい。　　　　　　　　　　  （山野英嗣）

「和歌山—日本　和歌山を見つめ、日本の美術、
そして近代美術館を見つめる」
2018（平成 30）年９月８日（土）—10月20日（土）

黒住章堂《孔雀牡丹図》1935（昭和 10）　寂光院蔵

川口軌外《少女と貝殻》1934（昭和 9）
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　「和歌山 —日本　和歌山を見つめ、日
本の美術、そして近代美術館を見つめる」
展では、石

いしがき えいたろう

垣栄太郎の作品も 4 点が出品
されました。石垣栄太郎（1893-1958）は、
和歌山県東牟婁郡太地町の出身で、明治
の末に移民としてアメリカに渡って後、
戦前のニューヨークを中心に活躍した画家
です。ここでは出品作のなかから、昨年
度当館に収蔵することのできた《ハーレ
ム裁判所の壁画》（「奴隷解放」の部分）に
ついて記しておきたいと思います。

　1929（昭和 4）年 10 月、ウォール街にあ
るニューヨーク株式市場で株価が大暴落し
たのをきっかけに起こった大恐慌に対し
て、この危機を克服するために、フラン
クリン・ルーズベルト大統領は 1933（昭和
8）年からニューディール政策という一連
の経済政策を掲げ、失業者対策や公共事
業によって大規模な経済の立て直しをは
かりました。1935（昭和 10）年には、雇
用促進局（Work Progress Administration/
WPA)を設立し、建物、道路、空港、学
校の建設といった公共事業を全米に広
げます。さらに、WPA は連邦美術計画

（Federal Art Project/FAP）などのプロジェ
クトによって、生活の困窮していた芸術
家にも支援をおこない、多くの公共建築
に壁画や彫刻がつくられました。その一
環として、石垣栄太郎は、ニューヨークの
ハーレム裁判所の壁画制作に取り組むこ
とになります。壁画のテーマは「アメリカ
の歴史」で、あわせて 4 点の壁画「アメリ
カ独立革命」「アメリカの独立」「アフリカ
における奴隷狩り」「奴隷解放」の制作が
進められました。
　妻の石垣綾

あ や こ

子は、この仕事によって「週
給 37 ドル 50 セントを受け取るようになっ
た。この額は、当時の平均的な市民の収
入以上のものではなかったが、食べるため
の心配はなくなってほっとした。」*1と回想
します。同時に、壁画制作は、1930（昭
和 5）年からジョン・リード・クラブを通じ
て交流のあったリベラ、オロスコ、シケイロ
スらのメキシコ壁画運動に触発された石垣
の宿願でもありました。石垣は「図書館
に通って歴史の本を読み、また、制作に
必要な実物大のデッサンを描き上げ、全

精力をこの仕事に傾けた」*2 といいます。
　壁画一面のサイズは６× 10 フィート（約
180× 300cm）。社会的なテーマを多く手が
けた石垣にとって、人々にそのメッセージ
をよりアピールできる壁画制作は、大き
なチャレンジでしたが、しかしそこには
さまざまな困難が待ち受けていました。
　まず 1937（昭和 12）年 7 月に突然、WPA
はアメリカの市民権を持たない芸術家は、
この計画から解雇するという方策を打ち
出します。景気の落ち込みが理由です
が、弱い立場である外国人にまず矛先が
向かったということでしょう。石垣はハー
レム裁判所壁画制作の主任でしたが、約
3 年間取り組んだこのプロジェクトから離
れざるをえませんでした。この時点で、
実物大のスケッチのまま残った「アメリカ
独立革命」「アフリカにおける奴隷狩り」は
現在、当館の所蔵となっています。
　そして、主任の石垣が不在のまま制作
は続けられ、「アメリカの独立」「奴隷解
放」の 2 点の壁画は完成することになり
ました。しかし、1938（昭和 13）年 3 月に、
これらの壁画が地区の住民に公開される
と、今度は大変な非難を浴びせられてし
まいます。その理由は、「アメリカの独立」
は初代大統領ワシントンの表情が残忍で
あり、「奴隷解放」はリンカーンの顔が黒
人のように見えるというもので、難癖に
近いクレームによって問題となった箇所

の描き直しが命じられますが、最終的に
壁画は撤去されてしまったのでした。*3

　『デイリー・ワーカー』（1938 年 4月5日付）
の記事、「黒人解放の闘い　著名な反ファ
シスト日本人画家が、ハーレム裁判所壁
画への中傷に答える」において、石垣は

「ここでリンカーンが黒人のようだから
といって反対している人々は、黒人をも
非難しているのです。そうでなければ、
このような反論は起きえませんでした。
仮に肌の色が黒く描かれているとすれ
ば、それは壁画全体の調子が暗いからで
す。私の側で意図的に歪曲したところは
何もありません。これらの異論は、特定
の人たちによる恐るべき偏見を反映した
ものにすぎないのです。」と述べ、さらに

「私はこの国に 30 年間暮らしてきました。
しかし東洋人であるがゆえに市民権は得
られず、当局は、我々から唯一の生活の
糧をも奪ってしまったのです。私達は、
アメリカ人同様にこの国で教育を受け、
税金を支払い、同じ希望を抱きながら生
きてきたにも拘わらず、この国に帰化す
ることを許されないのです。いかに不当
な事態であるかがおわかりでしょう。」*4

と続け、黒人や東洋人に対する差別や偏
見への憤りをあらわにしています。
　移民としてアメリカに渡り、画家とし
て活動した石垣の苦難を象徴するような
エピソードを持つハーレム裁判所の壁画

石垣栄太郎《ハーレム裁判所の壁画》（「奴隷解放」の部分）について

石垣栄太郎《ハーレム裁判所の壁画》（「奴隷解放」
の部分）　1938（昭和 13）頃　
油彩、キャンバス　112.0 × 109.0cm

裏面　裏面左下に書込：HARLEM/COURT/HOUSE/
ISHIGAKI SUR ■■■■ /UBOGI/YAMASAKY
石垣の壁画制作の助手だった２名の名前も書き込ま
れている。UBOGI という画家、そして YAMASAKY
は、山崎近道（ジャック山崎）である。
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は撤去されて後、長らく失われたと思わ
れていました。しかし、2017（平成 29）
年に当館で開催した「アメリカへ渡った二
人　国吉康雄と石垣栄太郎」展（10 月 7 日
〜 12 月 24 日）の準備を進めるなかで、壁
画の一部と思われる作品が、実はアメリ
カに現存していることが判明しました。
より正確には、以前よりインターネットの
オークションサイトに出品されていたこと
は知っていたのですが、落札された後の
所有者が不明だったのです。その作品が

《ハーレム裁判所の壁画》（「奴隷解放」の
部分）で、同展にて日本で初めて紹介す
ることができました。その後、所蔵する
ことが叶い、「和歌山—日本」展にて再び
作品をご覧いただいた次第です。
　作品は、壁画「奴隷解放」の右上部分に

あたり、大統領リンカーンの顔を中心に、
おおよそ正方形に切り取られています。
当初この作品は、撤去された壁画の部分
かとも考えましたが、完成した壁画の
写真とよく見比べると、細部においてさ
まざまに異なる点があることがわかりま
す。例えば、リンカーンの左隣の兵士の
顔の表情は、完成作と明らかに違います
し、後方の工場の煙突の煙は描かれてい
ません。
　さらに調査を進めるなかで、雑誌『LIFE』
1944（昭和 19）年 4 月 17 日号に、今回の
発見作と同じ作品が掲載されていること
がわかりました。「WPA アートの終わり」

（END OF WPA ART）という記事のなか
に、石垣作品についての記述はないので
すが、壁画「奴隷解放」の部分が、WPA

によって制作された様々な作家の作品と
ともに政府から払い下げられ、ジャンク
として古物商に売り立てられる様子が写
真として掲載されています。額装されて
いない、めくりの状態で、店の壁の上方
に掛けてある作品は、今回の発見作と同
一作品と見て間違いないと思われます。
ただし発見作は、写真と比べると周囲の
キャンバスが少し切れており、それは後
にキャンバスを木枠に張る作業の際にな
されたのかもしれません。
　さらに調査を進める必要はありますが、
発見された壁画の部分は、完成した壁画
の部分でないのであれば、完成前の試作
として制作され、WPA に提出されたもの
ではないかと推測されます。煙をまだ描
いていないことも試作を想起させます。
もうひとつは、リンカーンの顔が黒人のよ
うに見えるとのクレームによって描き直
した部分である可能性ですが、完成作と
比べて顔の表情がそれほど変わっていな
い点や、色の濃さから判断して、それは
低いのではないかと考えています。
　いずれにせよ、これまでモノクロ写真
や下絵などでしか確認することのできな
かった当時のハーレム裁判所の壁画の様
子を教えてくれる大変貴重な作例である
ことは間違いありません。     （奥村一郎）

石垣綾子『海を渡った愛の画家』（御茶の水
書房、1988 年、pp. 152-153。
石垣綾子、前掲書、pp. 152-153。
安來正博「石垣栄太郎関係スクラップブッ
ク資料と、その補足的考察（２）」『和歌山県
立近代美術館紀要』第２号、1997 年、pp. 
77-81 掲載の新聞記事による。
安來正博、前掲書、pp. 80-81 掲載『デイリー・
ワーカー』（1938 年 4 月 5 日付）和訳参照。

＊１

＊２

＊ 3

＊ 4

『LIFE』誌　1944（昭和 19）年 4 月 17 日号、p.85

《ハーレム裁判所の壁画画稿》（アメリカ独立革命）　
1935 〜 37（昭和 10 〜 12）頃　
木炭、紙　233.0 × 275.0cm

《ハーレム裁判所の壁画》
（アメリカの独立） 

 現存せず
中央上に、初代大統領
ジョージ・ワシントン

《ハーレム裁判所の壁画》
（奴隷解放） 

 現存せず
右上に、第 16 代大統領

エイブラハム・リンカーン

《ハーレム裁判所の壁画画稿》（アフリカのおける奴隷狩り）　
1935 〜 37（昭和 10 〜 12）頃　
木炭、紙　233.0 × 274.8cm
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　昨年 11 月 3 日より12 月 16 日まで、「創
立100 周年記念　国画創作協会の全貌展」
が開催されました。国画創作協会という
と、土

つちだ ばくせん

田麦僊、村
むらかみ かがく

上華岳、野
の な が せ  ば ん か

長瀬晩花ら、
5 人の創立会員が日本画家であったこと
もあり、日本画の団体であったというイ
メージが強いと思われます。実際、創立
会員を中心に、同会の展覧会、国画創作
協会展覧会（国展）で発表された革新的な
日本画は、何より見ていて面白く、近代
美術史を考える上でも重要なテーマと関
わってきます。そのため、今回の展覧会
もそうですが、過去に開催された同会に
関連する展覧会は、ほとんど日本画ばか
りで構成されてきました。そのことが、
国画創作協会と言えば日本画、というイ
メージを形成してきたとも言えます。
　しかしながら、10 年の活動期に 7 回開
催された国展のうち、日本画だけの展覧
会であったのは、第 1 回から第 3 回展まで
の 3 回だけでした。第 4 回展からは版画
と素描の出品が認められ、洋画家が参加
して二部制となった第 5 回展以降は、第
二部で洋画の出品を受け付け、第 7 回展
では第二部の範囲が彫刻と工芸にまで広
がりました。国画創作協会は設立当初の
日本画のみから、洋画、版画、彫刻、工
芸と、多分野の作品を扱う美術団体へと
変化したのです。本来、「国画創作協会
の全貌」と言うからには、日本画以外の
分野についても検証が必要なのでしょう
が、今回の展覧会も対象は日本画のみと
限ったため、その仕事は 101 年目以降の
研究課題として残ることになりました。
　ただし今回、日本画以外で唯一再検証
を試みたのが国展に出品された版画につ

いてです。詳しくは、「国画創作協会の
全貌展」の図録に掲載された拙論 *1 にま
とめていますが、版画は、出品分野が充
実するなかにあっても特殊な位置づけに
ありました。というのも、第 4 回展でその
出品が受け入れられて以降、洋画を中心
に彫刻、工芸を含むことになる第二部が
設立されても、版画は日本画と同じ第一
部に含まれ続けたからです。そのことが、
日本画が中心となる今回の展覧会にあっ
ても、版画を検証した理由となります。
　国展に版画を出品した作家としては、
平
ひらつか うんいち

塚運一 *2 と川
か わ か み  す み お

上澄生のふたりが、第
4 回展以降、毎回複数点が入選、展示
されたという意味で代表となります。他に
小
おの ちっきょう

野竹喬の兄、小野竹
ちくとう

桃（出品時は小野
朱
しゅちく

竹）は複数回入選があり、畦
あ ぜ ち  う め た

地梅太郎
ろう

、
川
かわにし ひで

西英、平
ひらかわ せいぞう

川清蔵といった版画家にも入
選歴があります。このうち平塚は、国展
の運営にまで関わる特殊な立場であった
こと、小野は創立会員の兄という立場で
あったことを踏まえると、国展で受け入れ
られた版画の傾向を分析することは、入
選作の数の少なさ、また落選作の詳細も
不明なことからいささか困難です。1919

（大正 8）年には、版画家たちによる団体、
日本創作版画協会が結成され、平塚や川
上はそちらの展覧会にも出品していまし
た。とはいえ、まだまだ発表機会の少なかっ
た版画家たちにとって、版画を受け入れ
た国展は自らの力量を問う貴重な公募展
の場であったことは事実でしょう。
　10 月 30 日から開催した「コレクション
展 2018 ︲ 秋冬」では、「国画創作協会の
全貌展」に合わせ、「国展の版画」という
特集コーナーを設けました。先述の川上

や平塚をはじめ、国展に版画を出品した
畦地や川西、亀

か め い  げ ん べ え

井玄兵衛（出品時は亀井
藤
とう

兵
べ え

衛）のほか、国展には日本画を出品
しつつ、その後に版画家となった徳

とくりき とみ

力富
吉
きちろう

郎らの版画作品を当館コレクションから
紹介しました。「国画創作協会の全貌展」
は全国 3 会場に巡回しましたが、当時の
国展よろしく、日本画と版画を同時に見
ることができたのは当館のみでした。
　「コレクション展 2018 ︲ 秋冬」では、版
画の他にも、第二部の中心作家だった梅

うめ

原
はら りゅうざぶろう

龍三郎の作品や、写実的な作風が国展
出品作との同時代性を感じさせる草土社
の岸

きしだ りゅうせい

田劉生と木
きむら しょうはち

村荘八の作品など、国画
創作協会の活動と同時期の洋画や彫刻も
紹介していました。さまざまな分野の作
品が出品された、第二部創設以降の国展
会場の雰囲気にいくらかでも近づくため
の試みでした。　　　　　　  （宮本久宣）

「コレクション展 2018̶秋冬　特集：国展の版画」について

亀井玄兵衛　《黒い家の風景》　1928（昭和 3）

川西英　《曲馬》　1928（昭和 3）

展示風景

宮本久宣「国展の版画　永瀬義郎、平塚運一、
川上澄生を中心に」『創立 100 周年記念　国
画創作協会の全貌展』図録、笠岡市立竹喬美
術館、和歌山県立近代美術館、新潟県立万代
島美術館、2018 年、pp. 178-185。
版画家として知られる平塚運一は、第 5 回国展
で第二部の新会友として迎えられ、第 7 回展
まで洋画の出品を続けている。そのため第二
部では無鑑査で洋画作品を受け入れられつ
つ、版画を出品した第一部では鑑査を受ける
という、不合理な扱いを受けることになった。

＊１

＊２

2018（平成 30）年 10 月 30 日（火）－ 12 月 24 日（月 ・ 祝）
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　今年の夏、たまたま美術館の受付にい
たとき、海外からのお客さまがお越しに
なりました。時間は夕方 4 時、閉館まであ
と 1 時間です。2 階展示室の企画展と、1
階のコレクション展 · 特集展示の両方が見
られる時期でしたが、その方は残りの開
館時間を鑑みて、コレクション展 · 特集展
示だけが見られるチケットをお買い求め
になりました。
　閉館間際、もう一度そのお客さまとす
れ違いました。「展示はいかがでしたか？
2 階もご覧いただければ良かったのです
が」と申し上げたところ、「1 時間という
限られた時間だったので、1 階だけにし
て正解でした。展示をきちんとじっくり
見られたので。とても満足したので、ま
た日本に来たときに立ち寄りたいです」
と仰いました。私は思わず、ハッとしま
した。
　美術館側の立場からすれば、そのとき
に見られる展示はすべて見て頂きたいと
ついつい思ってしまいますし、自分自身
も他の美術館で、閉館間際にとりあえず
何が出品されているのかを確認するだけ
でも、と駆け足で回ることがあります。
しかし作品 ･ 展示を本当の意味で楽しむ
ためには十分な時間が必要であり、展覧
会を見るとはただ展示室の中を１周する
ことではないはずなのです。こんなこと
は重々わかっているはずなのに、駆け足
でも両方見てもらえたら…と思ってしまっ
た自分を反省し、そしてそのお客さまが

当館で過ごした時間を心から楽しんでく
ださったことが嬉しくもありました。

　この時はちょうど、「なつやすみの美
術館」展で行っている和歌山大学美術館
部による「たまごせんせいとわくわくアー
トツアー」を終えたばかりでした。毎日、
来館者の方々が大学生たちと活発に意見
を交わされているのを目にしながら、ど
うにかしてこの雰囲気での鑑賞活動を夏
以外にも続ける方法はないだろうかと考
えていました。そこに上述のお客さまと
のやりとりも重なって、もっと多くの来
館者の方に、ゆっくりじっくり作品を見
る楽しみを知ってもらう必要性をあらた
めて確信したのです。
　そして幸い、今年の「なつやすみの美
術館」展から、昨年までは「こどもギャ
ラリートーク」と称して継続していた事業
を「だれでも美術館部」という名に変えて
いました。この「こどもギャラリートー
ク」はちょっとした小道具を使ったり手
や身体を動かしたりして作品の見方を
広げることを目的にしたものでしたが、

『NEWS』80号でも記した通り、「ゆっく
り見る」ことを第一の目的にしていまし
た。「だれでも美術館部」という名前に変
更したのは、大人でも子どもでもより参
加しやすくなることを願ってのことでし
たので、この活動を通年継続すれば、作
品をじっくり見る機会を増やせると思っ
たわけです。

　しかしこの活動に伴う「小道具」の準備
には、ある程度の時間や手間もかかりま
す。今年の夏も手を動かして鑑賞すると
いうこれまでの方針で行ったものの、毎
回の展覧会で実施するとなれば、担当者
である私自身がその準備を無理なく継続
できるかたちで計画する必要がありまし
た。そこで思い切って、「見方」の転換を
行うために必ずしも「小道具」を使うこと
を課すのではなく、まずは来館者同士の
発話を主体にした鑑賞の深まりを目指す
方向にシフトすることにしたのです。こ
れは私にとっても得意技を封印するよう
なものですが、だからこそ試みる価値が
あるのではないかとも感じています。

　そういうわけで、この「だれでも美術
館部」は、まずは「和歌山—日本」展、「国
画創作協会の全貌展」、そして「コレク
ション名品選」で実施したところです。
この 3 回だけでも、来館者がどういう期
待を持ってご参加になるかによって、場
の空気が大きく変わりました。学芸員に
いっぱい質問したい方、作品解説を求め
てお越しになる方、他のお客さまとのお
しゃべりを楽しんでくださる方と様々
で、まだまだ方向性は手探りですが、来
館者の「じっくり見る」をお手伝いするた
めに試行錯誤しながら続けていきますの
で、ぜひ一度ご参加ください。
　　　　　　　　　　　　　 （青木加苗）

「だれでも美術館部」はじめました

「なつやすみの美術館」展での「だれでも美術館部」の様子。懐中電灯をスポットライトに見立
てて、情景の中心を変えながら鑑賞しました

「和歌山―日本」展での「だれでも美術館部」の様子。まずは作品をじっくり見ることに徹しました



和歌山県立近代美術館

和歌山県立近代美術館ニュース　No.97
編集発行／和歌山県立近代美術館　〒 640-8137　和歌山市吹上 1-4-14　
　　　　　Tel.073-436-8690　Fax.073-436-1337　http://www.momaw.jp/
発 行 日／ 2019 年 2 月 15 日　デザイン／鶴田デザイン事務所　印刷／株式会社 協和

　毎年夏になると、一週間ほど大学生を美
術館に迎えます。博物館学芸員資格をとる
ためには、現場での実習が必要だからです。
当館では、学校で学べる単位はほぼ取得し
た上で受け入れますので、全員 4 回生か大
学院生です。学生のみなさんにとっては、ちょ
うど卒業論文を書き、就職を決める多忙な
時期と重なるのですが、美術館で働くこと
に本当に関心を持っている学生が応募して
きます。
　美術館の仕事全般について学べるように、
館長をはじめとする職員がそれぞれカリキュ
ラムを組み立てます。テキストを作り、講義
をし、一緒に実習をします。博物館施設に
はさまざまな仕事がありますが、この博物
館実習での私の担当は｢作品の保存｣です。
保存については、学生たちは大学の博物館
学の講義でもすでに学んでいることです。
そのうえで、当館で実習することに意味が
あるなら、ここが現場だということです。頭
では必要だと分かっていても、実際に身体
を使ってみないとわからないこともたくさん
あります。
　美術館の仕事である収集と研究と公開の
もとになるのが、作品資料です。それを保
存していくのも、美術館の大切な仕事です。
美術作品を損なう光、適切ではない温度・
湿度、虫やカビなどの生き物、空気中の特
定の成分を制御していくこと、どのように美
術作品を取り扱うかなどをこのコーナーで紹

介してきました。学生たちは、短い間です
がそれらを実際に実践することになります。
　今年もあらかじめ保存科学について講義
をしたあと、実習に入りました。保存の仕
事は、たとえば延 と々収蔵庫の床の拭き掃
除をするなど、おそらく彼らの想像以上に
地味で単調ですから、あらかじめ、その作
業の意味がわかっていないとつらいだけだ
ろうと思うからです。魅力的なカリキュラム
だろうかと気になりますが、今年の学生た
ちも最後までやり遂げました。
　学生たちの声を聞くと、「生きているムシ

は生理的にだめだ」、「意外と力がなかった」、
「思っていたより不器用だった」、あるいは、
「自分でも驚くほど根気があった」など、そ
れぞれに、自分自身がわかるそうです。こ
れから先、当館でのそうした発見を思い出
してくれることがあれば嬉しく思います。そ
のとき、私たちが彼らに何かを伝えること
ができたということになるのでしょう。それ
は博物館施設で働くかどうかにかかわらず、
博物館について知り、その仕事を理解する
人が増えることにつながると考えています。

（植野比佐見）

｢保存｣の話をしよう。

⑦ 伝えること

空調工事のため、4 月 26 日（金）まで休館します

実際に、当館で捕獲したムシを顕微鏡で見ています。な
にがどこでどれくらい捕まえられるか、記録を積み重ねて
傾向を分析し、対策を練ります

野外に展示された彫刻を洗っているところです。空気中
の塵や塩、鳥やムシの糞などの汚れを、水だけで洗い流
します

作品を収蔵庫に収めるときだけでなく、資料を図書室な
ど館内に持ち込むときにもクリーニングすると、作品に近
い場所で問題が起こる可能性が低くなります

現代の生活ではちょっと特殊な扱いになっている作品も、
実習では実際に扱います。これは、日本画に多い軸装作
品の取り扱い実習です

メールマガジンでは展覧会の情報はもちろん、講
演会、トーク、ワークショップなど当館に関連す
るタイムリーなトピックスを定期的にお届けして
います。当館ホームページよりご登録いただけ
ます。また Facebook や twitterでも、最新の情
報を発信しています。あわせてご利用ください。

1994（平成 6）年の竣工以来、25 年間に
わたって近代美術館と博物館の空調を支
えてきた屋外熱交換機などを交換します。
駐車場出入口が片側通行になるなどご
不便をおかけいたします。4 月 27 日（土）
より、新しい展覧会で皆様をお迎えする
予定です。

1. 
2. 

3.
4.
5. 
6. 

展覧会の無料観覧
各種行事への参加（美術鑑賞ツアー、ミュージアムコン
サートなど）
展覧会のご案内、美術館ニュース、その他情報の配布
版画の頒布会への参加
当館ミュージアムショップでの割引
館内レストランでの割引

ミュージアムショップにてお手続きい
ただけます。会員証即日発行。郵便
振替でもお申し込みいただけます。
詳しくは友の会事務局まで。
Tel. 073-436-8690　　担当： 中川

一般会員  6,000 円
学生会員  3,000 円

友の会　会員特典いろいろ
入会のご案内

メールマガジン  Facebook　twitter ご案内


